
六
、
趙
秉
文
と
韓
門
の
詩

金
末
文
壇
に
對
す
る
「
韓
門
文
人
（
本
稿
で
も
引
き
續
き
韓
愈
・
孟
郊
・

賈
島
・
盧
仝
・
李
賀
を
指
し
て
こ
の
語
を
用
い
る
）」
の
影

�を
論
じ
る
時
、

從
來
の

�究
で
は
李
純
甫
と
そ
の
弟
子
に

�目
す
る
も
の
が
大

�を
占

め
て
い
る
。
だ
が

�稿
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
實
際
に
は
李
純
甫
一

�

以
外
の
人
々
も
韓
門
へ
の
關
心
を
示
し
、
そ
の
詩
文
に
學
ん
で
い
る
。

李
純
甫
ら
は
と
り
わ
け
そ
の
影

�が
顯

�で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
問
題

に
關
す
る
先
行

�究
が
彼
ら
に

	っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
本
稿

で
は
李
純
甫
一

�以
外
の
人
々
が
、
ど
の
よ
う
に
韓
門
文
人
を
捉
え
て

い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
一
例
を


げ
る
べ
く
、
趙
秉
文
を
取

り
上
げ
る
。

文
學
思
想
に
お
い
て
李
純
甫
と
對
立
し
た
趙
秉
文
も
、
韓
愈
へ
の
關

心
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
彼
が
「
韓
門
文
人
」
、
と
り
わ
け
韓
愈
を

�

價
す
る

�點
は
李
純
甫
と


く

�な
る
。
趙
秉
文
は
基
本

�に
儒
家
の

文
學

�の
上
に
立
ち
、
多
く
の
詩
人
に
學
ん
で
「
風

�」
に
相
應
し
い

作
品
を
創
作
す
る
こ
と
を

�張
し
た
。
「
風

�」
と
は
『
詩
經
』
以
來

の
傳
統
を
踏
ま
え
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
詩
で
、
儒
家

�理
想
に

�う

作
風
で
あ
る
。
趙
秉
文
は
中

�・
中
庸
で
極
端
に
走
ら
な
い
詩
風
を

「
風

�」
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
が
、
決
し
て
畫
一

�な
も
の
で
は

な
く
、
許
容
範
圍

�で
の
多
樣
性
を

�め
て
い
る
（
１
）。
こ
の
よ
う
な
詩

風
を
理
想
と
し
て
韓
門
文
人
の
作
品
を
眺
め
る
と
き
、
「
風

�」
を




面

�に
體
現
し
た
詩
と
は
見
な
さ
な
か
っ
た
が
、
李
賀
や
孟
郊
ら
に
一

定
の

�價
を
與
え
て
い
る
。

古
人
の
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
〔
風

�の
〕
一
面
を
體
得
し
て
お
り
、
ま

金
末
に
お
け
る
韓
門
の
受
容
（
下
）

趙
秉
文
と
韓
門
文
人

高
橋

幸
吉



た
多
く
は
作

�の
性
質
と
似

�っ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
陶
淵
明
・

謝
靈

�・
韋
應
物
・
王
維
・
柳
宗
元
・
白
居
易
は
そ
の
沖
澹
を
得
、

江
淹
・
鮑
照
・
李
白
・
李
賀
は
そ
の
峭
峻
を
得
、
孟
郊
・
賈
島
は
ま

た
そ
の
幽
憂
不

�の
氣
を
得
て
い
る
。
杜
甫
の
よ
う
な
詩
人
は
こ
れ

ら
を

�ね
備
え
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
杜
甫
は
詩

に
よ
っ
て
詩
を
作
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、
詩
な
ら
ざ
る
も
の
に

よ
っ
て
詩
を
作
る
こ
と
を
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
。
韓
愈
は
さ
ら
に
古

文
が
滔
々
と
溢
れ
る
の
を
も
っ
て
詩
を
作
り
、
以
後
古
今
の
詩
の
變

�は
盡
き
た
の
で
あ
る
。

古
人
之
詩
、
各
得
其
一

�、
又
多
其
性
之
似

�。

	陶
淵
明
・
謝

靈

�・
韋
蘇
州
・
王
維
・
柳
子
厚
・
白
樂
天
得
其
沖
澹
、
江
淹
・
鮑

明


・
李
白
・
李
賀
得
其
峭
峻
、
孟
東
野
・
賈

�仙
又
得
其
幽
憂
不

�之
氣
、

	老
杜
可
謂

�之
矣
。
然
杜
陵
知
詩
之
爲
詩
、
而
未
知
不

詩
之
爲
詩
。
而
韓
愈
又
以
古
文
之
渾

�溢
而
爲
詩
、
然
後
古
今
之
變

盡
矣
。

「
李
天


に
答
ふ
る
書
」

（
２
）

趙
秉
文
は
韓
門
の
詩
歌
を
「
奇
怪
」
と
は
見
ず
に
「
風

�」
の
一
面

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
詩
歌
に
は
樣
々
な
風
格
が
あ
り
、
杜
甫
一
人
が

そ
の

�て
の
風
格
を

�有
し
て
「
風

�」
を
體
現
し
て
い
る
が
、
李
賀

は
「
峭
峻
」
と
い
う
、
孟
郊
・
賈
島
は
「
幽
憂
不

�の
氣
」
と
い
う
、

風

�の
一
面
を
體
得
し
て
い
る
と

�し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
韓
愈
は

杜
甫
の

�し
得
な
か
っ
た
創
作
方
法
を
見
つ
け
出
し
、
詩
作
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を

�き
詰
め
た
存
在
と
し
て
、
特
別
な
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。

韓
愈
の
詩
が
「
風

�」
な
い
し
は
そ
の
一
部
を
體
現
し
て
い
る
の
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
言

�し
て
お
ら
ず
、
ま
た
古
文
を
以
て
詩

を
作
る
こ
と
に
對
す
る

�價
も
明
言
し
て
い
な
い
が
、
詩
歌
の
變
革

�

と
し
て
高
く

�價
し
て
い
る
こ
と
は

�
�い

な
い
で
あ
ろ
う
。

だ
が
現
存
す
る
作
品
で
は
韓
愈
に
倣
っ
た
詩
は
存
在
せ
ず
、
韓
門
文

人
に
倣
っ
た
詩
は
「
李
長
吉
に
倣
ふ

�毬
行
（
３
）」
「
玉
川
子
に
倣
ふ
沙

麓
雲
鴻
硯
屏
呂

�卿
藏
（
４
）」
の
二
首
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
盧
仝
に
倣
っ

た
後

�は
ほ
ぼ
七
言
の
古
詩
で
、
硯
屏
（
硯
に
塵
な
ど
が
入
る
の
を
防
ぐ

た
め
の
小
さ
な
屏
風
）
を
詠
っ
て
い
る
。

�頭
の
四
句
は

�の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

吾
聞
春
秋
紀
年
二
百
四
十
二
吾
れ
聞
く
春
秋
紀
年
二
百
四
十
二

不
書

�瑞
書
災

�

�瑞
を
書
か
ず
災

�を
書
く

不
知
何
年
沙
麓

�

知
ら
ず
何
れ
の
年
沙
麓

�る
る
を

六
鷁

�飛
失
其
四

六
鷁 げ
き

�飛
し
て
其
の
四
を
失
ふ

「
玉
川
子
に
倣
ふ
沙
麓
雲
鴻
硯
屏
呂

�卿
藏
」

金
末
に
お
け
る
韓
門
の
受
容
（
下
）（
高
橋
）
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「
�蝕

」
な
ど
盧
仝
の
詩
句
と
、

�話
傳

�に
關
す
る
語
が
多
用
さ
れ

て
お
り
、
引
用
部
分
以

�も
「

�娥
宮
」
「
女

�」
な
ど
の
語
が
使
わ

れ
て
い
る
。
古
代
に

�れ
た
沙
麓
山
の
故
事
（
５
）か
ら

	想
を
得
て
い
る

も
の
の
、
最



�に

硯
屏
と
い
う
對
象
に
歸
結
せ
ず
、

�常
の
詠
物
詩

と
は
少
々
趣
を


に
し
て
い
る
。
對
象
を
詠
い
な
が
ら

�話

�な
題
材

を
折
り

�む
と
い
う
點
で
は
、
李
純
甫
の
作
品
に

�ば
な
い
で
あ
ろ
う
。

李
賀
に
倣
っ
た
詩
は

�毬
（
中
國
古
代
の
ポ
ロ
）
の
樣
子
を
詠
っ
て

い
る
。

錦

�珠
絡
四
百
蹄

錦

�

き
ん
せ
ん

珠
絡
四
百
の
蹄

綉
胸
嵌

�雙

�猊
綉
胸
嵌

�雙
つ
の
�
し
ゆ
ん猊 げ
い

分
曹
入
場
鼓
聲
作

曹
を
分
け
入
場
し
て
鼓
聲
を
作
し

�趁
流
星
馬

�
�

�は
流
星
を
趁 お

ひ
て
馬

�に
�つ

側
身
下
臂
疾
鳥
回

身
を
側
け
臂
を
下
し
疾
鳥
回
り

霹
靂
一
聲
龍
門
開

霹
靂
一
聲
龍
門
開
く

玉
鞭
笑

�金
鐙

�

玉
鞭
笑
ひ
て

�ち
金
鐙

�く

�
�齊

出

�金
杖

�

り
よ
く

�

こ
う

齊
し
く

�金
の
杖
を
出
す

臨

�下
馬
坐
廣
亭

�に
臨
み
馬
を
下
り
て
廣
き
亭
に
坐
し

玉
盤
行
酒
跪

�
�

玉
盤
行
酒

�

ま

け
し

�

と
もに
跪
く

�頭
上
馬

�
�
�

�頭
馬
に
上
り
て

�
�を

�き

一
點
紅
塵
夕
陽
下

一
點
の
紅
塵
夕
陽
下
る

李
賀
の
詩
句
を
用
い
て
な
が
ら
、
二

 の
入
場
か
ら
試
合
後
ま
で
を

!寫
し
て
い
る
。
宋
・
金
に
お
け
る
李
賀

"價
は
奇
怪
と
い
う
見
方
が

大

#を
占
め
、

�稿
で
引
用
し
た
嚴

$の
他
に
も

私
は
以

�李
賀
の
詩
歌
を
ま
と
め
た
も
の
を
讀
み
、
其
の
才
高
く

奇
險
な
作
風
を
好
ま
し
く
思
っ
た
。

愚
嘗
覽
李
賀
歌
詩
篇
、

%其

&才
奇
險
。

孫
光

'『
北

(瑣
言
』
卷
七
（
６
）

李
賀
の
詩
は
李
白
の
樂
府
の
な
か
か
ら
出
て
お
り
、
瑰
奇
譎
怪
な

と
こ
ろ
は
こ
れ
に
似
て
い
る
が
、
秀

&天
拔
な
と
こ
ろ
は

�ば
な
い
。

賀
詩
乃
李
白
樂
府
中
出
、
瑰
奇
譎
怪
則
似
之
、
秀

&天
拔
則
不

�

也
。

張
戒
『

)
*堂

詩
話
』
卷
上
（
７
）

例
え
ば
李
長
吉
の
錦
嚢
の
句
は
、
優
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
牛
鬼
蛇

�（
の
よ
う
な
奇
怪
な
こ
と
）
が
多
す
ぎ
る
。

如
李
長
吉
錦
嚢
句
、
非
不
奇
也
、
而
牛
鬼
蛇

�太
甚
。

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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張
表
臣
『
珊
瑚
鈎
詩
話
』
卷
一
（
８
）

李
賀
の
言

�は
奇
詭
さ
を

�び
、
詩
を
作
る
の
に

�到
に

�題
を

立
て
て
詩
を
作
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
作
品
は
み
な

�
�だ

。

賀
辭

�奇
詭
、
爲
詩
未
始
先
立
題
、

	得
皆

�邁
。

晁
公
武
『
郡
齋
讀
書
志
』
卷
十
八
（
９
）

と
い
う


が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
詩
で
は
「

�猊
」
「
霹
靂
」
な

ど
の
語
が
あ
る
も
の
の
、

�體
と
し
て
は
奇
怪
な
風
格
を

�く
持
っ
て

お
ら
ず
、
比
較



�易

な

�寫
に

�始
し
て
い
る
。
一
方
で
「
玉
鞭
」

「
金
鐙
」「

�
�」「

�金
杖
」「

�頭
」「

�
�」「

夕
陽
」
な
ど
、
色

�

を
表
す
語
や
色

�を

�想
さ
せ
る
語
を
多
用
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
趙
秉
文
が
李
賀
詩
の
特

�を
色

�感
覺
に
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
宋
・
金
に
お
い
て
は
非
常
に
特
殊
な
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
（

�）。

ま
た
こ
の
詩
で
は
各
詩
句
の
繋
が
り
は
明
快
で
、

�承
轉
結
を
非
常

に
捉
え
や
す
い
。

�引
の
「
李
天

�に
答
ふ
る
書
」
で
は
、
李
純
甫
が

「
李
賀
死
し
て
よ
り
、
二
百
年
此
の
作
無
き
な
り
（
自
李
賀
死
、
二
百

年
無
此
作
矣
）」
と


し
た
李
經
に
對
し
て
、
そ
の
詩
句
を
引
用
し
て
批

�し
て
い
る
。
こ
こ
で

�げ
て
い
る
詩
は
、「
河
山
鞭
の
底
に
冷
え
、

日

�

風
は
更
に
號 さ
け

ぶ
（
河
山
冷
鞭
底
、
日

�風
更
號
）」
の
よ
う
に
、
各

句
・
各
語
の
孤
立
性
が
高
く
、
意
味
の
繋
が
り
が
捉
え

 い
も
の
が
散

見
す
る
。
趙
秉
文
は
先
に
李
經
か
ら

!ら
れ
た
書

"に
記
さ
れ
た
詩
の

う
ち
、
理
解
で
き
る
も
の
の
み
を
引
用
し
た
よ
う
で
、
「
そ
の
他
は
こ

の
老
い
ぼ
れ
に
は

�く
分
か
り
ま
せ
ん
（
其
餘
老
昏
殊
不
可
曉
）」
と

#

べ
て
い
る
。
李
純
甫
は
李
經
に
お
け
る
奇
字

$語
の
使
用
や
各
句
・
各

語
の
論
理


孤
立
性
に
李
賀
と
の
共

%性
を
見
出
し
た
の
だ
ろ
う
（

&）。

一
方
で
趙
秉
文
は
李
賀
詩
に
倣
い
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
特

�を
取
り

入
れ
て
い
な
い
。

こ
の
詩
が
李
賀
の
「
峭
峻
」
を

'倣
し
て
い
る
と
ま
で
言
え
る
か
ど

う
か
は

�斷
し
か
ね
る
が
、
趙
秉
文
が
李
賀
を
受
容
す
る
上
で
行
っ
た

取

(
)擇

の
一
端
を
讀
み
取
る
こ
と
が
出
來
る
だ
ろ
う
。

七
、
趙
秉
文
と
韓
愈

―
散
文
と

�統
に
お
け
る
位
置
づ
け
―

「
韓
門
文
人
」
の
う
ち
趙
秉
文
が
最
も
關
心
を
示
し
て
い
る
の
が
韓

愈
で
あ
り
、
他
の
「
韓
門
文
人
」
と
は
別
格
の

*い
を
し
て
い
る
。
詩

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
散
文
に
對
す
る


價
も
高
い
。
韓
愈
の
散
文
は

北
宋
以

+も


價
が
高
ま
り
、

,以
來
の
名
文
家
の
一
人
と
し
て
、
確

固
た
る
地
位
を
占
め
て
い
た
。
趙
秉
文
の

-點
も
こ
れ
を
受
け
繼
ぐ
も

の
だ
が
、
こ
れ
は
趙
に
限
ら
ず
金
代
に
お
い
て
普

.

な

/識
で
あ
っ

金
末
に
お
け
る
韓
門
の
受
容
（
下
）（
高
橋
）
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た
よ
う
で
あ
る
（

�）。
金
代
で
は
韓
愈
と
歐
陽
脩
を
竝
べ
て
論
じ
る
例
が

多
く
、
趙
秉
文
も
こ
の
二
人
を
論
じ
て
散
文
の
規
範

�作
家
だ
と
し
て

い
る
。韓
愈
の
文
章
は
、
深
く
廣
く
雄
健
で

�動

�で
あ
り
、
長
江
や
大

河
の
よ
う
で
あ
る
。
滔
々
と
め
ぐ
り
、
果
て
が
見
え
ず
、
人
を
壓
倒

し
て
、
し
っ
か
り
と
見
定
め
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
歐
陽
脩
の
文
章

は
、
穩
や
か
な
春
風
の
よ
う
で
あ
る
。

�い
踊
り
た
ゆ
た
い
、

�わ

る
と
そ
の
痕
跡
が
な
く
、
文
章
を
讀
ま
せ
る
の
に
引
き

�ん
で

�き

さ
せ
な
い
。
こ
れ
ら
は
み
な
文
章
の
正
し
い

	で
あ
る
。

韓
文
公
之
文
、
汪
洋
大
肆
、
如
長
江
大
河
、
渾



�轉

、
不
見
涯

�、
使
人
愕
然
、
不
敢
睨


。
歐
陽
公
之
文
、
如
春
風
和
氣
、

�
�

動
蕩
、
了
無
痕
迹
、
使
讀
之

�
�不
厭
。
凡
此
皆
文
章
正
也
。

卷
十
一
「
翰
林
學
士
承
旨
文
獻
黨
公

�」

韓
愈
の
文
章
の
特

�は
氣
宇
壯
大
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
點
に
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。
だ
が
趙
秉
文
の
韓
愈

�價
が
他
の
金
代
文
人
に
比
べ
て

特

�
�な

の
は
、
彼
を

�大
な
文
學

�と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

�大
な
儒

�の
一
人
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
い
る
點
で
あ
る
。

賈
誼
・
董
仲
舒
・
司
馬

�・
揚
雄
・
韓
愈
・
歐
陽
脩
・
司
馬
光
は

大
儒
の
文
で
あ
り
、
僕
は
未
だ
こ
れ
を
充
分
に
學
ん
で
は
い
な
い
。

賈
誼
・
董
仲
舒
・
司
馬

�・
揚
子
雲
・
韓
愈
・
歐
陽
脩
・
司
馬

�

公
、
大
儒
之
文
也
、
僕
未
之
能
學
焉
。卷
十
九
「
李
天

�に
答
ふ
る
書
」

こ
こ
で
名
が

�が
っ
て
い
る
人
物
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
文
章
を
高
く

�價
さ
れ
て
い
る
人
々
で
は
あ
る
が
、
趙
秉
文
は
彼
ら
を
單
な
る
文
學

�と
は
見
な
し
て
い
な
い
。
「
大
儒
の
文
」
と
は
、
い
ず
れ
も
儒
家
思

想
を
根
底
に
有
し
つ
つ
そ
の
文
章
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
韓
愈
も
こ
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

儒
家
の

�點
か
ら
見
る
と
、
韓
愈
は
孔
子
以
來
の
正
し
い

�
�を

唱

え
た
人
物
で
あ
り
、
い
わ
ば

�統
の
な
か
に
位
置
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。

趙
秉
文
は
州
學
に
寄
せ
た
文
章
の
な
か
で
、
そ
の
建
物
の
配
置
と
祭
っ

て
い
る

�賢
を

�寫
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
中
で
「
五
賢
」
の
一
人
と

し
て
韓
愈
を

�げ
て
い
る
。

そ
の
後
ろ
に
は
孟
子
・
荀
子
・
揚
雄
・
王

�・
韓
愈
の
五
賢
を
別

室
に
祀
っ
て
あ
る
。

其
後
以
孟
子
・
孫
卿
子
・
楊
子
・
文
中
子
・
韓
子
五
賢
祀
于
別
室
。
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卷
十
三
「
裕
州
學
記
」

彼
ら
五
人
を
儒

�史
上
の
重

�人
物
と
見
る
考
え
は
北
宋
初
期
か
ら

存
在
し
、
早
く
は
石
介
ら
に
見
ら
れ
る
（

�）。
宋
學
の
普

�と
と
も
に
こ

の
考
え
方
も
廣
ま
っ
て
い
っ
た
。
趙
秉
文
の
韓
愈

�價
は
北
宋
の

�統

論
か
ら
の
影

�が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

八
、
韓
愈
の
思
想
に
對
す
る

�價

で
は

	體


に
韓
愈
の
思
想
の
ど
の
よ
う
な
點
を

�價
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

	體


な

�容
に
言

�し
て
い
る
例
を
見
て
み
よ
う
。

揚
雄
は
「
事

�を

�

仁

義
禮
に

�ぐ
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
は

老

�を

�け
て
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
る
。
韓
愈
は
仁
義
を
定

名
と
し
、

�

を

�位
と
し
た
。
こ
れ
は
佛

�と
老

�を
�け

て
こ

の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

�容
は
各
々
當
を
得
て
い
る
點

が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
韓
愈
が
仁
義
に
言

�し
て

�


に
觸
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
王
安
石
は
故
に

�

性

命
の

�を

立
て
た
。
だ
が
韓
愈
を
學
ん
で
〔
韓
愈
の
よ
う
な
見
識
を
得
る
ま
で

に
〕
至
ら
な
く
と
も
、
儒

�で
あ
る
こ
と
は
損
な
わ
れ
な
い
。
王
安

石
を
學
ん
で
至
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の

�
�は

必
ず
や
佛

�・
老

�

〔
の
考
え
方
〕
に
な
っ
た
り
、
申
不

�・
韓
非
〔
の
法
家
の
思
想
〕

に

�っ
た
り
す
る
だ
ろ
う
。

揚
子
曰
「
事

�
�
�

仁

義
禮
（

�）。
」

�老
氏
而
言
也
。
韓
子
以
仁

義
爲
定
名
、

�

爲

�位
。

�佛
老
而
言
也
。
言
各
有
當
而
已
矣
。

然
自
韓
子
言
仁
義
而
不

�
�

、

王
氏

�以
有

�

性

命
之

�也
。

然
學
韓
而
不
至
、
不
失
爲
儒

�、
學
王
而
不
至
、
其

�必
至
於
佛
老
、

流
而
爲
申
韓
。

卷
一
「
原

�」

こ
こ
で
は
韓
愈
「
原

�」
の
一

�「
仁
と
義
を
定
名
と
し
、

�と


を

�位
と
す
る
（
仁
與
義
爲
定
名
、

�與

�爲

�位
）」
を
引
用
し
て
、
揚
雄

の

�と
と
も
に
批

�し
て
い
る
。
彼
ら
の

�は
佛

�・
老

�に
對
抗
す

る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
言

�は


外
れ
で
は

な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に

�ぎ
な
い
と
い
う

�價
で
あ
る
。
趙
秉
文
は
三

�の
根
幹
は
同
一
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
佛
・

�を
否
定

す
る
考
え
に
は
同
意
し
て
い
な
い
。
「
原

�」
の

�頭
で
は

�の
よ
う

に

�べ
て
い
る
。

そ
も
そ
も

�と
は
何
を
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
深
奧
な
本
體
を
ひ
と

括
り
に
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

�と
は
何
だ
ろ
う
か
。

�を
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門
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示
す
も
の
で
あ
り
、

�を
傳
え
る
こ
と
、
こ
れ
を

�と
言
う
。

�に

は
方

�（
儒

�）
と
方
外
（
佛

�・
老

�）
が
あ
る
が
、

�は

�外
と

い
う
こ
と
で
こ
れ
を
言
い
表
す
べ
き
で
は
な
い
。

�に
つ
い
て

�外

の

�別
を
言
う
の
は
、
料

�の
狹
い
考
え
で
あ
る
。

夫

�、
何
謂

�也
。
總
妙
體
而
爲
言

�也
。

�
�何

。

	以
示

�

也
、
傳

�之
謂

�。

�有
方

�、
有
方
外
、

�不
可
以

�外
言
之
也
。

言

�外

�、
人


之
私
也
。

同

�

�
�と

し
て
は
儒

�・
佛

�・
老

�と
樣
々
な


い
が
あ
る
が
、
こ
れ

が

�か
ん
と
す
る

�と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
見

な
し
て
い
る
。
同
樣
の
考
え
方
は
、
「
中
」
の

�念
を
論
じ
た
文
章
で

も

�べ
ら
れ
て
い
る
。

佛

�と
老

�の

�は
み
な

�

っ

て
る
の
だ
ろ
う
か
。
曰
く
、
そ

の
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
。
天
下
は

�筋
を

�に
し
て
同
じ
と
こ
ろ

へ
歸
り
、
ひ
と
つ
の
も
の
か
ら
色
々
な
考
え
が
生
ま
れ
る
。

�
�に

つ
い
て
は
世
の
中
の
だ
れ
も
が
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
が
、
後

�に
つ

い
て
は
ま
だ
こ
れ
を
考
え
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も

�は
一
つ
だ
け
で

あ
り
、

�え
に


い
が
あ
る
の
だ
。

佛
老
之

�皆
非
與
。
曰
、
非
此
之
謂
也
。
天
下
殊
塗
而
同
歸
、
一

�而
百
慮
。
殊
塗
同
歸
、
世
皆
知
之
。
一

�百
慮
、
未
之
思
也
。
夫

�一
而
已
、
而

�有
別
焉
。

卷
一
「
中

�」

「

�」
を
た
だ
一
つ
と
規
定
し
、
そ
の

�え
方
の


い
に
よ
り
儒
佛

�

の
三

�が
分

�し
て
い
る
に

�ぎ
な
い
と
い
う
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

「
原

�」
で
の
「
佛
老
を

�け
て
言
ふ
な
り
」
と
い
う
韓
愈
へ
の

�

價
は
、
そ
の
排
佛
論
な
ど
を
鑑
み
て

�べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
態
度
は
、
趙
秉
文
か
ら
見
れ
ば

�え
の


い
に
固
執
し
て
い
る
に

�ぎ
ず
、

�が
す
べ
て
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

但
し
韓
愈
の
學
問
は
王
安
石
の
性
命

�
�の

學
問
に
比
べ
る
と
、

�

�が
少
な
い
と
い
う

�價
も
下
し
て
い
る
。
韓
愈
が

�
�に

觸
れ
な
か
っ

た
の
は
、
他
の
二

�に
對
抗
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
儒
家
と
し

て
も

�
�は

決
し
て
論
じ
ず
に
濟
む
問
題
で
は
な
く
、
王
安
石
が
韓
愈

の

�に
對
し
て
改
め
て

�
�性

命
を
取
り
上
げ
た
の
は
意
味
の
あ
る
發

言
で
あ
っ
た
と
、
趙
秉
文
は
考
え
る
。
だ
が
王
安
石
以

�、
性
命
に
關

す
る
議
論
ば
か
り
が
重

�さ
れ
、
そ
の
形
而
上
の
學
問
は
佛

�二

�や

法
家
の
言

�に
接

�し
て
、
儒

�の
本
分
を
失
う
危
險
性
を
指
摘
し
て
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い
る
（

�）。
こ
れ
に
對
し
韓
愈
の
學
は
、

�
�を

輕

�す
る
と
い
う
點
が

あ
る
も
の
の
、
儒
家
の
本
分
を
失
う
危
險
性
は
な
い
と
し
て
い
る
。
韓

愈
へ
の

�價
は
限
定

�で
は
あ
る
が
、
趙
秉
文
は
そ
の
長

�を

	め
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
韓
愈
に
對
し
て
一
定
の

�價
を
與
え
る
一
方
で
、
趙
秉

文
は


敦
頤
や

�頤
に
對
し
て
批

�
�な

�價
を


く

�べ
ず
、


面

�な
贊
意
を
示
し
て
い
る
。

孟
子
の
後
、
〔
孔
子
の

�え
を
〕
傳
え
る
人
物
を
得
な
か
っ
た
。


敦
頤
・

�頤
の
二
人
の
先
生
が
、
千
古
の
�學
を
繼
承
し
、

�
�

の
祕
奧
を
顯
彰
し
た
。
人
を

�え
る
に
は
喜
怒
の
未
だ
生
ま
れ
る

�

の

�態
に
こ
れ
を
求
め
、
不
見
不
聞
の
う
ち
に
戒
愼

�懼
し
、
こ
れ

を

�人
の

�に
入
る
た
め
の

�點
だ
と
し
た
。
こ
れ
は

�賢
が
未
だ

至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
ら
の
最
も

�大
な
點
で
あ
る
。

そ
の
門
徒
は

�に
韓
愈
や
歐
陽
脩
ら
の

�儒
を

�を
知
ら
な
い
と
批

�し
た
が
、
こ
れ
は
大
き
な
こ
と
を
好
む
人

�の
言

�で
あ
る
。

〔

�以

�の
〕
後
世
の
儒

�は

�え
を

�持
し
て
、

�賢
の
一
面
を

得
た

�が
多
い
。
も
し
董
仲
舒
・
揚
雄
・
王

�ら
の
人
々
を
、
孔
子

の
門
下
に
學
ば
せ
た
な
ら
ば
、
子
游
や
子

 〔
に

!敵
す
る
優
れ
た

人
物
〕
で
あ
る
。
も
し

�儒
に
經
書
を
解
釋
す
る
學
問
を
學
ば
せ
な

か
っ
た
ら
、
ど
う
し
て

"に
毛
亨
や
鄭
玄
に
も

#る

$釋
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

孟
子
之
後
、
不
得
其
傳
、
獨


・

�二
夫
子
、
紹
千
古
之

�學
、

發

�
�之

祕
奧
、

�人
于
喜
怒
未
發
之

�求
之
、
以
戒
愼

�懼
于
不

見
不
聞
、
爲
入

�之

�。
此

�賢
之

�未
至
、
其
最
優
游
乎
。
其
徒

�以
韓
・
歐

�儒
爲
不
知

�、
此
好
大
人
之
言
也
。
後
儒
之
扶

�、

得

�賢
之
一
體

�多
矣
。
使
董
子
・
揚
子
・
文
中
子
之
徒
、
游
于

�

人
之
門
、
則
游
・

 矣
。
使

�儒
不
見
傳

$之
學
、
豈
能
遽
先
毛
・

鄭
哉
。

卷
一
「
性
老

%
&」


敦
頤
や

�頤
ら
に
よ
る
宋
學
の
功
績
は
、

�人
の

�へ
と
入
る
實
踐

の

�點
を
見
つ
け
出
し
た
點
に
あ
り
、
こ
れ
は

�代
以

�の
學

�た
ち

が

'し
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
で
は

�
(の

學

�は
功
績
が
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
趙
秉
文
は
彼
ら
が
「

�賢
の
一
體
」
を
體
得
し
た
と
見

る
。
完


で
は
な
い
が
、

�人
の

�に
繋
が
る
一
面
を
學
び
得
た
と
い

う
解
釋
で
あ
る
。
だ
か
ら
韓
愈
や
歐
陽
脩
を
「

�を
知
ら
な
い
」
と
見

な
す
宋
學
の
徒
の
發
言
は
、
「
大
を
好
む
人
（
自
身
は
出
來
も
し
な
い
高

邁
な
こ
と
を

�べ
る
人

�）」
の
發
言
で
あ
る
と
批

�す
る
（

)）。
自
ら
は
彼

ら
の
見
識
に

*ば
な
い
に
も
關
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
高
邁
な
見
識
を
基
準

金
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に
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る
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と
し
て
彼
ら
を
批

�す
る
、
宋
儒
の
態
度
へ
の
批

�で
あ
る
。
も
し
假

に

�
�の

儒

�を
孔
子
の
元
で
學
ば
せ
た
な
ら
ば
、
子
游
や
子

�に

�

敵
す
る
人
材
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
宋
儒
が
傳
註
の
學
を

�さ
な
け
れ

ば

�
�の

	儒
に


る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
各
々
の
生
ま
れ
た

時
代
や

�況
が

�な
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儒

�に
優
れ
た




質
が
あ
る
と
、
趙
秉
文
は

�べ
る
。

趙
秉
文
は
こ
の
文
章
で
、
孟
子
以

�の
儒

�の
な
か
で
は

�敦
頤
と

�頤
に
最
大

�の
贊
辭
を
與
え
て
い
る
。
そ
の
他
の

	儒
は
時
代
性
な

ど
に
限
定
さ
れ
つ
つ
も
そ
の


質
を
高
く

�價
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

�果

に
對
し
て
も
價
値
を

�め
て
い
る
。
だ
が
そ
の
中
で
韓
愈
に
つ
い
て
は
、

�
�の

儒

�の
な
か
で
は
言

�さ
れ
ず
、
宋
儒
の
言

�の
引
用
の
な
か

で
歐
陽
脩
と
竝
ん
で
言

�さ
れ
て
い
る
。
文
中
で
は
韓
愈
に
對
す
る
否

定

�な

�價
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
董
仲
舒
・
揚
雄
・
王

�と
と
も

に
は

�げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
ら
に
比
べ
て
や
や
低
い

�價

を
與
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

性
に
つ
い
て
の
議
論
で
も
韓
愈
を
引
用
す
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の

�

を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。

性
の

�は
言
い
表
し
に
く
い
。
何
に
よ
っ
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
〔
性
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

�の
な
か
で
〕
上

な
る
も
の
は
、
佛

�・
老

�の

�え
を
交
え
て
言
う
。
下
な
る
も
の

は
、

�や
才
に
つ
い
て
の

�容
を
混
同
し
て
性
を
言
う
の
で
あ
る
。
…

（
中
略
）
…
荀
子
曰
く
「
人
の
性
は
惡
」
、
揚
雄
曰
く
「
人
の
性
は
善

惡
混
じ
る
」
、
こ
れ
は

�の
こ
と
を
言
う
の
だ
。
韓
愈
曰
く
「
性
は

上
・
中
・
下
有
り
」、
こ
れ
は
才
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
り
、〔
い
ず

れ
も
〕
性
の
本
質
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

性
之

�
�言

也
。
何
以
明
之
。
上
焉

�、
雜
佛
老
而
言
。
下
焉

�、

 
�與

才
而
言
之
也
。
…
（
中
略
）
…
荀
卿
曰
「
人
性
惡
」
、
揚
子

曰
「
人
性
善
惡
混
」、
言
其

�也
。
韓
子
曰
「
性
有
上
中
下
」、
言
其

才
也
、
非
性
之
本
也
。

卷
一
「
性
老

�
�」

韓
愈
の
提
唱
し
た
性
三
品

�は
才
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、

性
の
本
質
を
捉
え
て
い
な
い
と
す
る
。
こ
の
文
章
に
續
け
て
、
趙
秉
文

は
『
中
庸
』
の
言

!を
引
用
し
、
人

"の
性
を

#の
よ
う
に
定
義
づ
け

る
。

ま
さ
に
そ
の
喜
怒
哀
樂
が
ま
だ
發
生
し
な
い
境
目
に
は
、
ほ
ん
の

少
し
の
人
欲
も
無
く
、
純
粹
な
天
理
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
天
命

之
を
性
と
謂
ふ
」
（『
中
庸
』）
と
言
う
の
で
あ
る
。
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方
其
喜
怒
哀
樂
未
發
之
際
、
無
一
毫
人
欲
之
私
、
純
是
天
理
而
已
。

故
曰
天
命
之
謂
性
。

同

�

感

�が
發
生
す
る

�は
少
し
の
人
欲
も
な
く
（

�）、
純
粹
な
天
理
だ
け

が
存
在
す
る
と
見
な
す
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
、
『
中
庸
』
の
言
う
天

命
＝
性
の
根
據
で
あ
る
と
す
る
。
韓
愈
の
性
三
品

�は
人
の
才
能
に
つ

い
て
論
じ
た
も
の
に

�ぎ
ず
、

�
�の

文
章
で
は
多
く
の
性

�の
な
か

で
も
「
下
な
る
も
の
」
で
あ
る
と
、

�頭
か
ら
嚴
し
い
批

	を
行
っ
て

い
る
。

も
う
一
箇


、
韓
愈
の
文
章
と
態
度
に
つ
い
て
論
じ
た
文
章
を
見
て

み
よ
う
。

あ
な
た
の
好
む
韓
愈
・
歐
陽
脩
の
學
問
は
、
も
ち
ろ
ん
正
し
い
も

の
で
あ
る
。
だ
が
例
え
ば
韓
愈
の
「
感
二
鳥
賦
」
や
、
宰
相
に
奉
っ

た
三
つ
の
書

�は
、
ま
た

�く
未
だ


を
知
ら
な
い
時
の
言

�で
あ

る
。
そ
の
後
佛
骨
を
諫
め
て
南
へ

�さ
れ
た
の
は
、
生
死
と
利

�を

と
も
に

�れ
た

�で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が

�陵
廟
を

�ぎ

る
と
助
け
を
求
め
、
南
方
の
濕
氣
っ
て
風
土
病
の
多
い
氣
候
の
中
で

死
ぬ
こ
と
を
怖
れ
た
。
ま
た

�人
を
學
ん
で
未
だ
至
ら
ざ
る

�で
あ

る
。足
下


喜
韓
子
・
歐
子
之
學
、
固
爲
純
正
、
如

�之
「
感
二
鳥
賦
」、

上
宰
相
三
書
、
亦
少
年
未
知


時
語
也
。
其
後
諫
佛
骨
南

�、

�與

生
死
利

�相

�
�。

然

�
�陵

廟
、
求
哀
乞
靈
、

�死
瘴
霧
中
、
亦

學

�人
而
未
至

�。

卷
十
九
「

�知
幾
に
答
ふ
る
書
」

經
學
の

�詣
が
深
い

�九
疇
（
字
、
知
幾
）
へ

�っ
た
書

�で
あ
る

が （

�）、
彼
が
韓
愈
・
歐
陽
脩
の
學
問
を
好
む
こ
と
に
對
し
て
、
些
か
の

�言
を

�し
て
い
る
。「

�陵
廟
を

�ぎ
」
云
々
と
い
う
の
は
、「

�陵

廟

�」
の
末
尾
の

�容
を
指
す
（

�）。
彼
ら
二
人
の
學
問
は
正
統
な
も
の

で
あ
る
が
、
韓
愈
の

�い
頃
の
文
章
は
ま
だ


を
知
ら
な
い
時
期
の
も

の
で
あ
り
、
そ
の
後
も

�人
の


を
學
ん
で
至
ら
な
か
っ
た
人
物
で
あ

る
と
す
る
。

 體

!に
見
て
、
趙
秉
文
の
韓
愈

	價
は
總
論
に
お
い
て

限
定

!で
あ
り
、
各
論
に
お
い
て
は
批

"
!な

箇


も
あ
る
。
そ
れ
で

も
韓
愈
に
言

#す
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
彼
の


統
上
で
の
地
位
が
北

宋
を
經
て
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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九
、
趙
秉
文
に
お
け
る
韓
愈

�價
の
矛
盾

―
儒

�の

�統
と
佛

�信
仰
―

趙
秉
文
は
儒
家
思
想
を
考
究
す
る
一
方
で
、
佛

�に
も
歸
依
し
て
い

る
。
彼
の
思
想
は
儒
佛

�の
三

�に

�る
も
の
で
あ
り
、『
南

�略
釋
』・

『
列
子
補

�』
（
い
ず
れ
も
現
存
せ
ず
）
な
ど
の

�釋
書
も
多
數

�し
て
い

る
。
先
に
引
用
し
た
文
章
で
も
、
佛

�・
老

�を
容

	す
る
か
の
よ
う

な
見
解
を
示
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
佛

�へ
の
信
仰
は

特
に
厚
く
、
同
輩
ら
を
し
ば
し
ば


誘
す
る
な
ど
し
て
、
有
名
で
あ
っ

た （

�）。
韓
愈
は
有
名
な
排
佛

�義


で
あ
り
、
趙
秉
文
が
佛

�徒
と
し

て
の

�點
か
ら
韓
愈
を
論
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、「
佛
骨
を
論
ず
る
表
」

に
言

�せ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
文
集
中
で
は
、
彼
の
排
佛
論
に
對
す

る

�體

�な
批

�は
見
ら
れ
な
い
。

�九
疇
に
宛
て
た
書

�で
も
、
流

罪
の

�後
に
お
け
る
韓
愈
の
一
貫
性
の
な
い
態
度
を
批

�す
る
に
止
め

て
い
る
。
儒

�の

�統
を
繼
ぐ
韓
愈
を
批

�す
る
に
あ
た
っ
て
、
佛

�
を
擁

�す
る
態
度
を
基
軸
と
し
て
論
を
展
開
す
れ
ば
、
自
ら
の
儒
家
と

し
て
の

�勢
を
疑
わ
れ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
韓
愈
の
批

�に
お
け
る

些
か

�え
切
ら
な
い
態
度
は
、
儒

�と
佛

�の

�で
明
確
な
態
度
を
取

れ
ず
に
い
る
趙
秉
文
の

�面
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
金
末
の
人
々
に
は
、
趙
秉
文
が
佛

�を
篤
く
信
仰
し
て
い
る
こ

と
は
廣
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
公

�に
は

儒

�の
傳

�

と

し
て
の
外
貌
を
取
り
繕
う

�に
對
し
て
、
同
時
代
に

�に
批

�の
聲
も
上
が
っ
て
い
る
。
劉

�は
趙
秉
文
の

�素
の
言
行
と
、

そ
の
詩
文
集
『

�水
集
』
出
版
の
顛
末
か
ら
、
彼
の
矛
盾
し
た
態
度
を

指
摘
し
て
い
る
。

趙
秉
文
は
本
來
佛
學
を
好
ん
だ
が
、
こ
れ
を
李
純
甫
と
比
べ
ら
れ

る
こ
と
で
、
士
大
夫
た
ち
に
論

�さ
れ
る
こ
と
を
非
常
に

 れ
た
。

ま
た

!賢
の

�え
を

�持
し

�を
傳
え
る


で
あ
る
と
の
名
聲
を
得

よ
う
と
し
、

"年
自
ら
そ
の
文
章
を

#び
、
お
よ
そ
佛

�・
老

�の

�え
を

�張
す
る
文
章
を

$て

%除
し
た
。『

�水
集
』
と
名
づ
け
、

卷
頭
に
は
中
・
和
・

&な
ど
の

'
(を

最
初
に
置
き
、
韓
愈
の
「
原

�」・「
原
性
」
な
ど
の
文
章
に
な
ぞ
ら
え
た
。
禮
部

)書
楊
雲

*が

序
文
を
書
き
、
そ
れ
が
韓
愈
・
歐
陽
脩
〔
の
學
問
〕
を
繼
承
す
る
も

の
だ
と
推

+し
た
。
だ
が
佛

�・
老

�の
た
め
に
書
い
た
文
章
、
な

ら
び
に
禪
語
に
よ
る
詩
文
を
別
の
一

,と
し
、
『
閑
閑
外
集
』
と
名

づ
け
た
。
〔
原
稿
を
〕
書

�で
少
林
寺
の
長
老

-粹
中
禪
師
に
渡
し

て
こ
れ
を
刊
行
さ
せ
た
の
で
、
彼
の
二
つ
の
文
集
は
み
な
世

�に
出

回
っ
た
。
私
は
以

�王

.
/に

こ
の
よ
う
に
言
っ
た
。
「
趙
公
は
純

粹
な
儒


で
あ
ろ
う
と

0ん
で
い
る
の
に
、
ま
た
佛

�二

�を

1て
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な
い
。
後
世
の
人

�に
ど
の
よ
う
に
自
分
を
位
置
づ
け
さ
せ
る
の
だ

ろ
う
か
。
」
王
氏
は
「
こ
の
老
人
は
い
わ
ゆ
る
頭
隱
し
て
尻
隱
さ
ず

だ
。」
と
言
っ
た
。

趙
閑
閑
本
喜
佛
學
、
然
方
之
屏
山
、
頗
畏
士
論
。
又
欲
得
扶

�傳

�之
名
、

�年
、
自
擇
其
文
、
凡

�張
佛
老
二
家

�皆

�去
、
號

『

	水
集
』、
首
以
中
和



�
�冠

之
、
以
擬


之
原

�性
、
楊
禮
部

之
美
爲
序
、
直
推
其
繼
韓
歐
。
然
其
爲
二
家

�作
文
、
并
其
葛

�詩

句

�作
一

�、
號
『
閑
閑
外
集
』
。
以
書
與
少
林
寺
長
老

�粹
中
、

使
刊
之
、
故
二
集
皆
行
于
世
。
餘
嘗
與
王
從
之
言
「
公

�欲
爲
純
儒
、

又
不

�二

�、
使
後
人
何
以
處
之
。
」
王
丈
曰
「
此
老

�謂
藏
頭
露

尾
耳
。」

劉
�『

歸
潛
志
』
卷
九
（

�）

趙
秉
文
は
自
己
の
佛
學
理
解
が
李
純
甫
に

�ば
な
い
こ
と
を

�れ
て
い

た
と
い
う
指
摘
も
興
味
深
い
。
趙
秉
文
は
文
壇
の
盟

�と
し
て
、
樣
々

な
面
で
自
己
の
優
位
性
を
示
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
儒
家
の

�統

を
繼
ぐ

�で
あ
る
こ
と
を
自
任
し
、
こ
れ
を
對
外

�に
示
す
た
め
に
も
、

文
集
か
ら
佛

�二

�に
關
す
る
文
章
を

�除
し
た
。
劉

�か
ら
見
れ
ば

趙
秉
文
の
態
度
は
、
佛

�二

�を
交
え
な
が
ら
「
扶

�傳

�の
名
を
得

ん
と
欲
す
る
」、
欺
瞞
に
滿
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。

�目
す
べ
き
は
韓
愈
の
「
原

�」・「
原
性
」
な
ど
に
倣
っ
て
「
原

�」・

「
性
老

�
�」

・
「
中

�并
引
」
・
「



�」

・
「
庸

�」
・
「
和

�」
の
六
篇

の
文
章
を

�し
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
四
部
叢
刊
』
本

『
閑
閑
老
人

	水
集
』
で
も
、
こ
れ
ら
の
文
章
を
第
一
卷
卷
頭
に
收

�

し
て
い
る
。
散
文
は
第
十
卷
以

�に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
六
篇

を
そ
の
他
の
散
文
と
一

�に
は
せ
ず
、
文
集
の
最
初
に
配
置
し
て
い
る
。

趙
秉
文
自
身
が

�修
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
文
集
中
の
作
品
の
排
列
に

も
當
然
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
他
に
一
卷
に
收

�し
て

い
る
の
は
「

 河
九
昭
」
と
い
う
九
首
の

!作
の
賦
と
、
「
詠
歸
詞
」

と
い
う
賦
で
あ
る
。

"
�は

そ
の
序
に
據
れ
ば
、

 河
の
流
れ
を
見
て

こ
れ
が
「
吾
が

#人
の

�と
ひ
そ
か
に
合

$す
る
と
思
い
、
「
九
昭
」

を
作
っ
て

#
�の

明
ら
か
な
る
こ
と
を
思
っ
た
（
竊
以
爲
有
合
吾

#人
之

�、
因
作
「
九
昭
」
、
思

#
�之

昭
也
）」
作
品
で
あ
る
。
ま
た
後

�は
死

に
つ
い
て
論
じ
た
文
章
だ
が
、
經
書
を
典
故
と
し
て
多
用
し
、
最
後
は

「
天
と
人
を
會
し
て
一
貫
さ
せ
る
。
理
を
窮
め
性
を
盡
く
す
こ
と
を
私

は
ど
う
し
て
疑
う
だ
ろ
う
か
（
會
天
人
而
一
貫
、
窮
理
盡
性
吾
何
疑
）」
と

宋
學

�
%念

に
歸
結
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

&容
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
文
集
の
第
一
卷
は

#賢
の

�え
を
考
究
し
稱
揚
す
る
詩
文
を
收

�

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
趙
秉
文
の
韓
愈
に
對
す
る

'價

金
末
に
お
け
る
韓
門
の
受
容
（
下
）（

高
橋
）

121



は
と
り
わ
け
高
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓

愈
の
文
章
を

�倣
し
た
の
は
、
韓
愈
の
儒

�史
上
に
お
け
る
位
置
と
名

聲
が
、

�に
確
立
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
自
己
を
韓
愈
に
な

ぞ
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
こ
そ
が

�
�以

來
の

�統
の
繼
承

�

で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
意
圖
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
韓

愈
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
は
、
儒
家
の

�統
を
傳
え
た
人
物
で
あ
る
と
い
う

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
散
文
の
大
家
で
あ
り
、
詩
歌
に
も
優
れ
た
作

品
を
殘
し
、
門
下
に
優
れ
た
文
學

�を
擁
し
た
文
學
集
團
の
盟

	で
も

あ
っ
た
。
排
佛
論
や
こ
れ
に
よ
る
左


を
除
け
ば
、
當
時
の
文
壇
の
盟

	で
あ
っ
た
趙
秉
文
に
と
っ
て
、
韓
愈
と
は
理
想
の
人
物
像
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

だ
が
そ
の
一
方
で
趙
秉
文
は
、
佛

�や
老

�に
關
す
る

�

を

少
林

寺
の

�侶
木
庵

�禪
師
に
渡
し
て
刊
行
さ
せ
た
た
め
、
世

�に
は
二
種

の
文
集
が
流
布
し
た
。
趙
秉
文
が
儒

�の
み
を
信
奉
す
る
人
物
で
な
い

こ
と
は
、
當
時
多
く
の
人
々
が
知
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
だ
が
翰
林

院
に
は
、
趙
秉
文
の
欺
瞞
に
手
を

�す
人
物
も
い
た
。
當
時
趙
と
な
ら

ぶ
文
壇
の
重

�で
あ
っ
た
楊
雲

�は
、
趙
秉
文
の
意
を
汲
ん
で
、
彼
を

韓
愈
・
歐
陽
脩
を
繼
ぐ
人
物
で
あ
る
と
襃
め
稱
え
た
。
楊
雲

�は
趙
秉

文
と

�素
よ
り
交

�が
あ
り
、
佛

�・
老

�へ
の
關
心
や
佛

�へ
の
心

醉
を
熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
序
文
で
は
佛

�や
老

�に
對
す

る
趙
秉
文
の
學
識
に
は
一
切
觸
れ
て
い
な
い
。
彼
を
賞
贊
す
る
の
に
韓

愈
と
歐
陽
脩
を
持
ち
出
す
あ
た
り
も
（

�）、
趙
秉
文
の
意
向
を
斟

�し
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
文
壇
の
重

�同
士
の
馴
れ
合
い
に
對
し
て
劉

�は

�い
反
感
を
感
じ
、
批

�の
一
端
が
楊
雲

�の
序
文
に
ま
で

�ん
だ
の

で
は
な
い
か
。

趙
秉
文
の
態
度
に
對
し
て
、
劉

�は
「
後
人
を
し
て
何
を
以
て
之
を

處
ら
し
め
ん
や
」
と
出
來
る
限
り
婉
曲
な
表
現
で
批

�し
た
。
實
際
は

後
世
の
人

�で
は
な
く
、
當
時
の
人
々
に
と
っ
て
も
不
可
解
な
態
度
で

あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
舌
鋒

�い
王

�
�は

身
も
蓋
も
な
い
一
言
で
答

え
た
。「
藏
頭
露
尾
（
頭
隱
し
て
尻
隱
さ
ず
）」
と
。

十
、
お
わ
り
に

章
宗
期
に
顯

�と
な
っ
た
優
美
纖

�な
詩
文
へ
の
愛
好
に
對
し
て
、

金
代

 期
に
は
こ
の
傾
向
に
對
す
る
反
省
か
ら
、
文
學

!風

"の
轉
換

が

#こ
っ
た
。

$せ
て
蘇

%を
中
心
と
す
る
北
宋
詩
文
を
重

&す
る
傾

向
か
ら
、

�詩
を

'重
す
る
氣
風
が
士
大
夫
に
廣
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
風

"の
な
か
で
杜
甫
と
竝
ん
で
韓
門
文
人
が

(目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
だ
が
韓
門
文
人
の
う
ち
の
誰
を
、
ど
の
よ
う
な

)點
か
ら

*價
し

受
容
し
て
い
る
の
か
と
い
う
點
に
つ
い
て
は
、
文
人
に
よ
っ
て
樣
々
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
金
末
文
壇
の
盟

	で
あ
る
李
純
甫
と
趙
秉
文
を
例
に
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考
察
し
た
が
、
兩

�の

�點
は

�く

�な
る
と
言
え
よ
う
。

�稿
で
取
り
上
げ
た
李
純
甫
は
、
詩
は
「
不
出
盧
仝
・
李
賀
」
と

�

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
詩
を
見
る
と
李
賀
と
の
共

�性
は
少
な
い
。
盧

仝
・
李
賀
の
詩
は
怪
奇
と
い
う
同
一
の
範
疇
に
分

	さ
れ
て
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
論

�は
兩

�を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
論
じ
る

か
、
も
し
く
は
非
常
に
似

�っ
た


念
の
語
で

�價
し
て
い
る
。
故
に

李
純
甫
詩
に
對
す
る

�價
は
、
そ
の
奇
怪
さ
を
指
し
て

�然
と

�價
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

個
別
の
作
品
を
見
る
と
、
實
景
と

�話
を
織
り
交
ぜ
て
幻
想


な

�

景
を

�き
出
す
等
の
點
に
お
い
て
、
盧
仝
と
の
共

�性
を
指
摘
で
き
る
。

ま
た
盧
仝
詩
に
見
ら
れ
る
詩
型
か
ら
の

�
�も
、
「
西
巖
集
序
」
で

�

べ
ら
れ
た
李
純
甫
の
詩
歌

�と
共

�す
る
點
が
あ
る
。

そ
の
他
に
は
文
學
の

�戲
性
に
お
い
て
韓
愈
と
共

�す
る
面
を
持
つ
。

こ
の
特

�は
韓
愈
か
ら
の
影

�の
み
な
ら
ず
、
禪
宗
の

�戲
三
昧
の
思

想
や
、
滑
稽
諧
謔
を
許
容
す
る
金
代
末
期
の
風

�に
よ
り
さ
ら
に
助
長

さ
れ
、
李
純
甫
詩
の
大
き
な
特

�と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
對
し
て
趙
秉
文
は
詩
に
お
い
て
、
韓
門
文
人
を
奇
怪
と
は
捉

え
ず
、
詩
歌
の
正
し
い

�で
あ
る
「
風

�」
の
一
面
を
體
得
し
て
い
る

と
解
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
證
左
と
し
て
、
李
賀
に
倣
っ
た
詩
は
奇

怪
さ
を
排
除
し
た
色

�感
豐
か
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
散
文
に

お
い
て
は
韓
愈
を
高
く

�價
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
純
粹
な
文
學




�價
だ
け
で
は
な
く
、
儒

�史
上
に
お
け
る
韓
愈
の
地
位
が
影

�を
與

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

趙
秉
文
は
詩
以
外
で
は
、「
原

�」
な
ど
の
文
章
を

�倣
し
て
お
り
、

こ
の
點
を
見
れ
ば
韓
愈
の
影

�は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
そ
の
思

想
面
に
對
し
て
は
、
決
し
て
高
い

�價
を
與
え
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
他
の
儒

�よ
り
も

�い
關
心
を
示
し
て
い
る
の
は
、
宋
代

を
經
て
韓
愈
の

�統
上
の
位
置
づ
け
が
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

�統
の
繼
承

�を
自
負
す
る
た
め
に
は
、

�統
上
に

位
置
し
て
い
る
韓
愈
に
對
し
て
、
根
本


・

�面


な
批

�を
し

�か
っ

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

但
し
趙
秉
文
自
身
は
儒
家
思
想
の
み
を
信
奉
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
三

�を

 修
し
て
佛

�に
深
く
歸
依
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
對
外


に
は
儒
家
の
正
統
を
自
任
し
た
た
め
に
、
彼
の
言
動
に

矛
盾
が
生
じ
た
。
結
果
と
し
て
、
趙
秉
文
の
韓
愈

�價
は
い
ま
ひ
と
つ

�然
と
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
儒

�と
佛

�と
い
う
二

つ
の
基
準
を
持
ち
つ
つ
儒

�に
固
執
し
た
、
彼
の
態
度
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

李
純
甫
と
趙
秉
文
の
文
學

�の

!い
は
、
二
つ
の
點
に
絞
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
儒
家
思
想
の
み
に
基
づ
い
て

�價
す
る
の
か
、

金
末
に
お
け
る
韓
門
の
受
容
（
下
）（
高
橋
）
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佛
�・

老

�思
想
も
許
容
し
て
儒

�に
拘
泥
し
な
い
の
か
、
と
い
う
點
。

も
う
一
つ
は
「
文
以

�變
」
の
う
ち
、
「

�（
規
範

�モ
デ
ル
と
の
共

�

性
）」
と
「
變
（
規
範

�モ
デ
ル
か
ら
の
發
展
變

�）」
の
い
ず
れ
を
重

�

す
る
か
、
と
い
う
點
で
あ
る
。
李
純
甫
は
儒
家
思
想
に
拘
ら
な
か
っ
た

た
め
に
、
そ
の

�柔
敦
厚
な
文
學

	に
束


さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て

「
變
」
を
重

�し
た
結
果
、
彼
の
詩
風
は
奇
怪
さ
や

�戲
性
と
い
う

�

素
を
推
し


め
た
。
一
方
趙
秉
文
は
儒
家
思
想
に
拘
り
、

�柔
敦
厚
な

文
學

	に
合

�す
る
部
分
を

�價
し
た
。
そ
し
て
「

�」
を
重

�し
た

結
果
、
新
奇
さ
を
排
除
し
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
作
風
を
作
り
上
げ
た
。

後

�の
問
題
に
關
し
て
は
、
韓
門
は
特
に
見
方
が
分
か
れ
る
對
象
で
あ

ろ
う
。
彼
ら
は
一
面
で
儒
家

�正
當
性
を
自

�し
な
が
ら
、
詩
に
お
い

て
は
怪
奇
趣
味
を
求
め
る
と
い
う
、
相
反
す
る

�素
を
持
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

新
奇
さ
を
求
め
て
奇
怪
な
語
を

�ね
、
詩
の
定
型
を
破
壞
す
る
こ
と

は

�し
く
な
い
。
文
學
思

�の
改
革
を
求
め
て
い
た
金
末
の
文
人
に
と
っ

て
、
李
純
甫
の

�張
は
捷
徑
で
あ
り
、
魅
力

�に
映
っ
た
。
さ
ら
に
は

彼
の
親
し
み
や
す
い
人
柄
も
あ
っ
て
（

�）、
多
く
の
門
人
が
彼
の
元
に
集

ま
り
、
金
末
の
文
壇
で
重
き
を
爲
し
た
。
だ
が
そ
の
一
方
で
趙
秉
文
が

指
摘
す
る
よ
う
に
「
た
だ
襃
め
て
、
狂
を

�え
る
だ
け
（
只
奬
譽
、

�

爲
狂
）」
と
い
う

�價
も
あ
る
。

�稿
の
末
尾
で

�べ
た
と
お
り
、
李

純
甫
一

�の
詩
人
た
ち
は
金
末
の
混
亂
の
中
で

�命
し
て
し
ま
う
が
、

そ
れ
を
考
慮
し
て
も
彼
の
門
下
か
ら
は
大

�し
た
人
物
が
生
ま
れ
な
か
っ

た
。こ
れ
に
對
し
て
趙
秉
文
の

�張
は
正
統
で
堅
實
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

迂

�で
あ
り
、
そ
の
門
下
に
集
ま
っ
た
人
材
は
李
純
甫
門
下
に
比
べ
て

少
な
い
。
ま
た
、
多
く
の
詩
人
に
學
ん
で
そ
の
長

�を

�り
入
れ
、
自

己
の
詩
風
を
形

�し
て
い
く
と
い
う
方
法
は
、

�去
の
詩
人
を
充
分
に

咀
嚼
し
た
上
で
初
め
て

�り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
趙
秉
文
自
身
も
實
作

に
お
い
て
は
そ
の
段
階
ま
で
至
ら
ず
、
詩
中
に
古
人
の
詩
語
が
あ
か
ら

さ
ま
に
竝
ん
で
い
る
と
い
う
缺
點
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（

 ）。

こ
の
兩

�の

�張
は
い
ず
れ
も
「
い
か
に
し
て
新
た
な
文
學
作
品
を

作
り
出
し
、
自
己
の
特
色
を
生
み
出
す
か
」
と
い
う
點
に
あ
り
、
ど
ち

ら
の

�張
に
も
一
理
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
一
つ
の
答
え
を
提
示
し
た

の
は
、
金
代
文
學
の
集
大

�
�で

あ
る
元
好
問
で
あ
っ
た
。
そ
の
韓
門

文
人
の
受
容
も
李
純
甫
と
趙
秉
文
の
中

!に
位
置
し
、
儒
家

�文
學

	

に
合

�す
る
範
圍

"で
、
滑
稽
さ
な
ど
の

�素
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

＊
本
稿
は

#
�二

十
年
度
慶
應
義
塾
學
事
振
興

$金
の

�果
の
一
部
で

あ
り
、
第
十
四
屆

%代
文
學
國
際
學

&
'討

會
發
表
論
文
（
中
文
）

中
國
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「
金
末
文
人
對
韓
門
文
學
接
受
―
―
以
李
純
甫
・
趙
秉
文
爲
中
心
」

の
後

�部
分
を
元
に
大
幅
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

【

�】

（
１
）
「
答
李
天

�書
」
に
「

�謂

�風

�、
豈
規
規
然
如
晉
宋
詞
人
、
蹈

襲
用
一
律
耶
。
」
と
あ
る
。
『
閑
閑
老
人

�水
集
』
卷
十
九
、
『
四
部
叢

刊
』
本
。
以
下
、
趙
秉
文
の
文
章
は
本
書
に
據
る
。
句
讀
に
つ
い
て
は

山
西
古

�出
版

	『



�金

文
』
を
參
考
に
し
た
。

（
２
）
同

�。

（
３
）
『
閑
閑
老
人

�水
集
』
卷
三
。
現
存
す
る
李
賀
の
詩
に
は
「


毬
行
」

と
い
う
詩
は
な
い
の
で
「
李
長
吉
の


毬
行
に
倣
ふ
」
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

（
４
）
同

�書
卷
四
。
呂

�卿
は
呂
子

�。

�卿
は
そ
の
字
。
金

�中
期
の

人
物
で
、『
歸
潛
志
』
な
ど
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

（
５
）
沙
麓
は
沙
鹿
と
も
表
記
さ
れ
る
。
晉
に
あ
っ
た
山
で
春
秋
時
代
に

�

壞
し
た
。『
左
傳
』
僖
公
十
四
年
に
「
秋
八

�辛
卯
、
沙
鹿

�。」
と
あ

る

（
６
）
中

�書
局
、
二
〇
〇
二
年
版
。

（
７
）
『
四
庫


書
』
本
。

（
８
）
『

�代
詩
話
』
本
、
中

�書
局
、
一
九
八
一
初
版
、
二
〇
〇
一
年
版
。

（
９
）
『
衢
本
郡
齋
讀
書
志
』、
臺
灣

�務
院
書

�、
一
九
八
一
年
版
。

（

10）
無
論
李
賀
の
詩
は
怪
奇
さ
以
外
の
面
も
持
っ
て
お
り
、
そ
の

�價
も

一
定
し
な
い
。
だ
が
宋
・
金
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
怪
奇
以
外
の

特

�は
、
そ
の
女
性
性
や
沈
鬱
さ
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
色

�感
覺
に

�目
し
た
も
の
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

�井
健
「
李
賀
の
色

�感
覺
」（
筑

�書

�『
秋
風
鬼
雨
』

�收
、
一
九
八
二
年
）
等
參
照
。

（

11）
各
句
・
各
語
の
論
理

�孤
立
性
は
、
李
賀
詩
の
特

�の
一
つ
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

�井
健
『
李
賀
』
（
中
國
詩
人

�集

14、
岩
波
書

店
、
一
九
五
九
年
）
等
參
照
。

（

12）
張
邦

 「
萬


縣
重
修
宣

!廟
」
』
（
『



�金

詩
』
第
一
三
二
〇
～

一
三
二
三
頁
）、
黨
懷

�「
醇

"王
先
生

#表
」（
同

�書
第
一
五
〇
一

～
一
五
〇
三
頁
）
な
ど
、
貞

$南
渡
以

�に

%に
文
章
家
と
し
て
韓
愈

を

�價
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

（

13）
石
介
「
怪

&中
」
に
「

'公
・
孔
子
・
孟
軻
・
揚
雄
・
文
中
子
・
吏

部
之

(、
堯
・

)・
禹
・
湯
・
文
・
武
之

(也
」（『
徂
徠
集
』
卷
五
、

四
庫


書
本
）
と
あ
る
。

（

14）
揚
雄
『
法
言
』
卷
四
「
問

*篇
」。

（

15）
王
安
石
以

+、
士
大
夫
の
關
心
が

(
"性

命
に
關
す
る
議
論
へ
と
移

り
、
修
己
治
人
・
經
世
濟
民
の
實
踐
を
疎
か
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
の
が
、
趙
秉
文
の
見

方
で
あ
る
。
「

自
王

氏
之
學

興
、

士
大

夫
非

(
"性

命
不
談
、
而
不
知
篤
厚
力
行
之
實
、
其

,至
于
以
世

-爲
俗
學
。」

（
卷
一
「
性

(
-
&」）

王

.
/は

こ
の
傾
向
の
嚆
矢
を
王
安
石
で
あ
る

と
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
歐
陽
脩
の
發
言
を
引
い
て
性
命
論
に
熱
中

す
る
風

0を
批

1し
て
い
る
（『

2南

3老
集
』
卷
五
）。

形
而
上
の

4

念
よ
り
も
よ
り

5體

�な
實
踐
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

6勢
は
、

金
末
に
お
け
る
韓
門
の
受
容
（
下
）（

高
橋
）
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金
末
の
經
學
の
一
つ
の
特

�か
も
知
れ
な
い
。

（

16）
好
大
と
は
『
法
言
』
「
吾
子
篇
」
に
見
え
る
言

�で
、

�大
な
こ
と

を
好
む
が
こ
れ
を

�し

�げ
な
い
こ
と
を
言
う
。
「
好
大
而
不
爲
、
大

不
大
矣
。」

（

17）
「
喜
怒
哀
樂
未
發
」
も
『
中
庸
』
に
見
え
る
語
。「
喜
怒
哀
樂
未
發
之

際
、
謂
之
中
」
と
あ
る
。

（

18）

�九
疇
に
つ
い
て
は
同
時
代
人
が

�の
よ
う
な

	價
を


べ
て
い
る
。

「
南
渡
後
讀
書
北
陽
山
中
。
始
以
古
學
自
力
、

�
�五

經
、
於
『
易
』

『
春
秋
』
爲
尤
長
。」（『

中
州
集
』
卷
六
「

�
�君

九
疇
小
傳
」）、「

初
、

因
經
義
學
『
易
』
、
後
喜
邵
堯
夫
『
皇
極
書
』
、
因
學
算
數
。
」
（
『
歸
潛

志
』
卷
二
）。

（

19）
「
元
和
十
四
年
春
、
餘
以
言
事
得
罪
、
黜
爲


州
刺
史
。
其
地
於

�

南

�之

�陽
、

�毒

�聚
。
懼
不
得

�死
、
�廟

而

�之
。」『
五
百
家

�昌
黎
文
集
』
卷
三
十
一
。

（

20）
『
歸
潛
志
』
で
は
、
趙
秉
文
が

�
�劉

�に
佛

�に
歸
依
す
る
よ
う

何
度
も

�誘
し
た
こ
と
や
、
趙
の

�め
に
從
っ
て
歸
依
し
た
石
抹
嵩
と

い
う
人
物
が
趙
秉
文
に
可
愛
が
ら
れ
た
、
等
の

�話
を
記
載
し
て
い
る
。

（

21）
中

�書
局
、
一
九
八
三
年
初
版
、
一
九
九
八
年
版
。

（

22）
趙
秉
文
が
韓
愈
と
歐
陽
脩
に
自
ら
の
理
想

�な
位
置
づ
け
を
投
影
し

て
い
る
の
は
、
文
壇
の
指

 
�と

し
て
門
下
に
多
く
の
文
人
を
擁
し
、

儒

�の
正
統
を
繼
承
し
て
い
る
と
い
う
二
點
に
集

!さ
れ
る
。
韓
愈
を

"崇
す
る
の
は
北
宋
以
來
の
風


を
引
き
繼
ぐ
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て

こ
れ
に
歐
陽
脩
を
加
え
る
の
は
、
韓
愈

"崇
の
風


を
決
定
づ
け
た
人

物
で
も
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

#永
新
「
北
宋
中

�
�
"韓

思


」（『
北

大
中
文

$究
』
第
一
輯
、
一
九
九
八
年
）
、
李
貴

�、
加

%留
美
子
譯

「
天

&年

'の
「

"韓
」
の
風
と
「
宋

(」
の
初

)
�完

�」（『
橄
欖
』

第
一
六
號
、
二
〇
〇
九
年
）
等
參
照
。
た
だ
し
金
代
に
お
い
て
は
、
韓

愈

"崇
が
古
の

*・
古
文
か
ら
古
詩
へ
と
變

+し
て
ゆ
く
と
い
う
、
北

宋
の
よ
う
な

,況
は
見
ら
れ
ず
、
趙
秉
文
以
外
は
專
ら
そ
の
詩
文
に
關

心
を
寄
せ
て
い
る
。
す
で
に
北
宋
を
經
て
そ
の
よ
う
な

�
-を

辿
る
必

.が
な
か
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
金
代
に
お
け
る
經
學
の
不

振
な
ど
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。

（

23）
〔
李
純
甫
〕
天

/喜
士
、
後

�有
一
善
、
極
口
稱
推
、
一
時

名
士
、

皆
由

公
顯

于
世
。

又
與
之

拍

0爾
汝
、

1年
齒

相
歡
（
『
歸
潛
志
』
卷

一
）
。
中

�書
局

本
は
「
志
年

齒
相

歡
」
に

作
る
。

2本
に

據
り

改
め

た
。

（

24）
『
歸
潛
志
』
卷
八
に
「
趙
詩
多

犯
古
人
語
、
一
篇

或
有
數

句
、

此
亦

文
章
病
。
屏
山
嘗
序
其
『
閑
閑
集
』
云
『
公
詩

3
3有

李
太
白
・
白
樂

天
語
、
某
輒
能
識
之
。」
と
あ
る
。

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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